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0 単元の設定
i年の生活科では，学校探検マップを作成する。 2年では，地域シ 1)ーズ学習「古高松探検
マップをつくろうjで地域を実際に歩いて探検したり，インタビューや間き取りの体験を重ね
て地域に住む人々の気持ちゃ願いを考え，自分たちの町のよさに気付いてきている。 3年では，
こうした内容を発展させ， iきれいで，みんなの楽しめる相ヲ1)1の模型をつくろう jという呂
標を設定する。
0 単元の展開
まず，課題選択により， i公園づくり・遊べる)1.美しい橋・魚、や生き物の住める)11Jなど
自分が調べたい場所を決める。地域の人から昔の様子や歴史を間き，その上，行政面でも「水
辺整備計画Jが進められていることを知って，設計図の修正に意欲的に取り組む。
子どもたちは，模型の公園を製作しながら，この)11べりで夏祭りを楽しむことを発案する。
みんなで「相引川音頭」を作詞し，振り付けを工夫して運動会で発表し，好評を博する。模型
が完成した 1月には，県の河川諜からも来てもらって発表会を開き，子どもの立場から提言を
する。
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この展開から，前述した発表機能，研究機能，情報機能，そして提言機能の発揮へと地域に
おける学習拠点としての働きを具体化することができ，学校から地域への呼びかけを試みるこ
とができた。この 1年間にわたる教科・道徳、・特別活動の三領域を総合した継続的な学習の展
開には，調べる，設計図をかく，文を書く，音頭をつくる， リズムをつくる，踊る，立体模型
づくりなと多様な表現活動が組み合わされている。選択のある表現活動は新たなる諜題と発見
の喜びを生み，学び方を身に付けていく。
φ 単元の展開に当たって配慮したことは，①子どもがもっ課題意識を大切にし，一人一人がね
らいをもって学習が進められるように配慮し，学習意欲を育てること，②子ともの側からの基
礎・基本とは何かを考え，子ともが自らの力で身に付けていくものやその子どもの自己実現に
役立つものを学び取らせ，生きて働く力を育てる活動とすること，③活動や体験を重視して子
どもの興味・関心を生かし，自発的・自主的活動を大切にし， Iよさ」を自覚し伸ばすように
支援したことである。
IV 考えてみたいこと
こうした地域学習における体験学習を通して，感性を磨き，生活の知恵や技能を身に付けてい
く。また，多くの人とのふれあいがある生きた「社会の学校jでの学びは，生涯にわたって学び
続ける能力を培うとともに人間としての生き方・在り方を考えさせてくれる。学習成果をまとめ
て発表した感動は大きい。これからの高齢化社会における教育の在り方ともつなぎたい。
生活科から総合学習へとつないだ実践を重ねて課題であった地域に開かれた学校づくりへの推
進を「ふるさと活動Jという体験を軸とした「地域学校プランJの編成によって具体化すること
ができたと評価する。家庭や地域社会とともに子どもをたちを育てる場，地域の人々との学習・
交流の拠点としての在り方についても，さらに，視野を広げていきたL、。
改めて，三領域を総合する課題と体験の車nをもっ総合学習の展開は，環境教育・情報教育・国
際理解教育なとの推進，ボランティア活動，地域行事への参加なと学校課題lこ直結した構想、を描
くことができる。今自的課題への対応も含めて特色ある学校づくりを推進することができる。
実践を重ねて， Iこれからの学校教育の目指す方向Jとしてあげられている「一人一人の個性
を生かすための教育改善JI横断的・総合的な学習の推進JI教科の再編・統合を含めた将来の教
科等の編成の在り方」にかかわるいくつかの具体的方策を手にすることができた。
生涯学習社会の構築に向けて， I生きる力を育てるjという命題を見据えて，地域学校として
の実践をさらに積み上げていくことが課題である。
o付記 本稿は前任校高松市立古高松小学校での実践をもとにしたものである。)
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